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発表の流れ:
 　 
1.はじめに：生成AIと英語教育の現在地
2.Teacher toolの開発と実践（谷野）
3.ライティング自動評価・語彙学習支援ツールの開発と実践（水本）
4.全体のまとめと今後の展望

APIとは？

•API (application programming interface)
対象としているサービスから情報を抽出

「ソフトウェア同士をつなぐ橋」

レストランの例
  お客さん（あなた）→  注文したい料理がある

  ウェイター（API） →  厨房に注文を伝え、料理ができたら持ってくる

  厨房（システム）   →  実際に料理を作る

   * 私たちは直接厨房に行かなくても、ウェイター（API）を通して注文できる！ 🌭

APIとは？

例えば...

ChatGPT生成AI(llama-3.3)のAPIを埋め込んだスプレッドシート

APIをスプレッドシートに埋め込むことで、カスタマイズができる。



APIとは？

方法はコチラ

APIとは？

例えば...

生成AI(llama-3.3)のAPIを埋め込んだスプレッドシート

↓学習者が書いた英語 ↓AIによるコメント

埋め込んだプロンプト→

APIとは？

例えば...



Teacher tools

https://taninon.sakura.ne.jp/teacher_tool/index.html

生成AIのAPIを使用している機能
● ライティングFB(中初級・上級)
● 英文書き換え
● 語彙リスト作成
● LingoForge: 翻訳
● LingoLens: 読解補助
● TextTrek: 問題作成

生成AIのAPIを使用していない機能
● 穴埋め問題作成
● 整序問題作成

→AIにさせないといけない作業、手動
の延長線上の作業を切り分ける

英作文評価など

英作文評価など 英作文評価など（エラー自動算出ツール） https://langtech.jp/autoerror/



Mizumoto, A. (2025). Automated 
analysis of common errors in L2 
learner production: Prototype web 
application development. Studies in 
Second Language Acquisition.
https://www.iris-database.org/detail
s/eFPsq-2pGp6

語彙学習支援ツールの開発と実践

https://mizumot.com/lex.html

授業でも活用可能



GPTに英文について
何でも英・日で質問可能

サンプルのプロンプトがある

クリックするとコピー可能

Reading & Listening Writing & Speaking



Chatの履歴はすべてテキストと一緒に保存される

授業で使う場合のために
LMS版も作りました。

語彙学習支援ツールの開発と実践

● ChatGPTを使ったライティング実践で多いパターン 

 ⇛ 履歴をスクリーンショットで提出

● 一部しか記録できない、変化を見る必要がある 

 ⇛ 語彙学習支援ツール以上の機能が必要

● 教員のフィードバックだけでは得ることができない内容が

やり取りを確認してみると起きていることがわかる。

語彙学習支援ツールの開発と実践



語彙学習支援ツールの開発と実践

● 学習者の反応は良い

⇛ 「ほかの文章を読む際や、ライティングの課題などに応用

していきたいと思います。無料でこのクオリティーのものを

使わせていただけて本当にありがたいです。」

● 実際は一部の学生のみが活用

● 授業で触れさせて、実際に使わないと効果的かつ、

倫理的な使い方は身につかない。

今後の展望
:個別最適学習とAIツール

● 個別最適な学習パートナーとしてAIツールを活用

● API組み込みWebツールで授業のターゲット技能に合わせたサポート&教師支援

● 学習者の技能に合わせてAIツールをカスタマイズ(教師がコントロール)できる

● チャットツールとの差別化(壁打ちをする必要があるときとない時)


